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予約 
ランキング 

予約数の多い本ランキングを紹介

します。こちらを参考に読みたい

本を探すのも一つの方法です。 

 ＼令和５年１２月２１日現在，予約回数の多かった本をご案内しています／ 

図書館俳句ポスト受賞者 

9月俳句ポストへ応募された中から選ばれた

作品です。お題は「蜻蛉（とんぼ）」。 
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あなたが誰かを殺した 東野 圭吾／著 

汝、星のごとく     凪良 ゆう／著 

魔女と過ごした七日間  東野 圭吾／著 

くもをさがす      西 加奈子／著 

青瓜不動        宮部 みゆき／著 

ヒロイン        桜木 紫乃／著 

星を編む        凪良 ゆう／著 

黄色い家        川上 未映子／著 

ハンチバック      市川 沙央／著 

ラブカは静かに弓を持つ 安壇 美緒／著 
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『初笑い』  
期間：令和 6年 1月 8日(月)～1 月 25 日（木） 

新しい１年の幕開けです。明るく笑えるような 

落語やお笑い芸人の本を色々集めました。 

ミ ニ 展 示 

今年もよろしくお願いします。 

ＴＥＬ：0138-35-5500 ＦＡＸ：0138-35-5525 



 

 ダン・ブラウンといえば、「ダ・ヴィンチ・コード」上・下巻が有名ですが、同じ主人公が活躍する

今回の舞台はスペインのグッゲンハイム美術館。主人公の宗教象徴学者ラングドンはまたもや事件に

巻き込まれます。人類最大の謎を解き明かす映像を発表するという元教え子のカーシュは、発表の直

前、額を撃ち抜かれて絶命します。もしかしたら近未来にこんなことが起こるかもしれないし、起こ

らないかもしれない。という怖さもあるお話になっています。殺人事件ですが、スペインの街に行っ

た気持ちになれるような一冊です。 

 

 

タイトル：「オリジン」上・下巻 

著者：ダン・ブラウン 出版社：ＫＡＤＯＫＡＷＡ （2018年 2月） 

タイトル：「母という呪縛 娘という牢獄」 

 タイトルの通り、男の子の家の床下にはワニがいます。それも、ひと口で人を飲み込んでしま

いそうな巨大なワニが！ 男の子は毎晩、ワニの歯磨きをするために歯磨き道具を持って床下へ

降りていきます。なぜワニがいるのか、なぜ男の子がこのような命がけの作業をしているのか

は、まったくわかりません。しかし、このワニをとても大切に思っていることが伝わってきます。   

いろんな道具を使い、丁寧に磨く姿はとてもかわいらしい！ 歯磨き中のワニもいい表情をし

ているので注目してください。いろいろ想像が膨らむ楽しい絵本です 

著者：齊藤 彩 出版社：講談社 （2022年 12月） 

） 

タイトル：「ゆかしたのワニ」 

文：ねじめ正一 絵：コマツシンヤ  出版社：福音館書店 （2022年 5月） 

     （2022年 3） 

 日本でも学歴が重視されるようになってからどれだけ月日が経ちましたでしょうか。自分の子供

には良い環境で育ち、就職先も良い所に就いて欲しい…そう願う親御さんも多いことかと思います。 

 さて、昨今では先進国であればあるほど、学校入学の為に受験をすることになります。友人・恋人・

遊びを我慢し、ひたすら勉強に打ち込む。ただ、それは本当に子供がしたいことでしょうか？ 

「教育虐待」という言葉が近年話題になっています。日本で実際に起きてしまった医学部への入学

に固執する母とその娘の悲劇の事件の一部を知って頂ければ幸いです。 

 

 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

函館五稜郭氷上スケートノ盛リノ景（pc000669）  

 

現在、函館でスケートといえば競輪場に開設される市民スケート場を思い浮かべますが、以前は 

五稜郭公園のお堀でスケートをしていたそうです。大人も子どもも楽しんでいる様子が伝わってく 

る一枚です。 

新
年
を
迎
え
、
図
書
館
に
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

12
月
の
館
長
随
想
に
書
き
ま
し
た
が
、
気
持
ち
よ
く
新
年
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
家
の

掃
除
も
少
し
ず
つ
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。
私
は
あ
っ
さ
り
と
物
を
処
分
し
て
し
ま
う
気

質
な
の
で
す
が
、
一
方
で
思
い
出
も
捨
て
ら
れ
ず
大
事
に
取
っ
て
あ
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。 フ

ァ
イ
ル
さ
れ
た
中
に
、
五
稜
郭
に
あ
り
ま
す
北
海
道
立
函
館
美
術
館
の
オ
ー
プ
ン

当
初
の
観
覧
券
・
ガ
イ
ド
が
出
て
き
ま
し
た
。
北
海
道
立
函
館
美
術
館
開
館
記
念
で
「
ル

ノ
ワ
ー
ル
と
印
象
派
の
巨
匠
た
ち
展
」
（
会
期
１
９
８
６
年
９
月
23
日
～
11
月
３
日
）

の
閲
覧
券
を
見
て
美
術
館
が
オ
ー
プ
ン
し
た
と
き
の
こ
と
が
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

「
新
収
蔵
品
展 

函
館
の
絵
画
１
０
０
年
展
」（
会
期
１
９
８
６
年
11
月
11
日
～
12
月

21
日
）
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
出
て
き
ま
し
た
。
懐
か
し
い
思
い
で
ガ
イ
ド
に
目
を
や
る

と
、
前
田
政
雄
氏
の
お
名
前
も
あ
り
ま
し
た
。
函
館
を
代
表
す
る
日
本
画
家
、
洋
画
家

は
数
多
く
、
そ
の
中
で
前
田
氏
は
赤
光
社
会
員
と
し
て
北
海
道
の
創
作
版
画
を
盛
り
上

げ
た
、
と
記
述
が
あ
り
ま
す
。
当
時
、
私
は
中
学
生
で
学
校
の
行
事
で
見
に
行
っ
た
こ

と
を
本
当
に
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
し
た
。 

昨
年
12
月
23
日
か
ら
「
生
誕
１
２
０
年 

前
田
政
雄
展
」
が
北
海
道
立
函
館
美
術

館
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
館
か
ら
も
展
示
の
協
力
を
し
て
お
り
、
私
も
観
覧
に
参

り
ま
し
た
。 

函
館
の
発
展
の
歴
史
を
知
り
、
文
化
に
触
れ
、
市
民
の
方
と
と
も
に
受
け
継
ぎ
紡
い

で
い
く
職
責
を
預
か
っ
て
い
る
こ
と
を
胸
に
今
年
も
図
書
館
を
運
営
し
て
ま
い
り
ま

す
。 図

書
館
へ
お
越
し
の
際
は
ぜ
ひ
美
術
館
に
も
い
ら
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。 

（
館
長 

落
合
仁
子
） 

 

館
長
随
想
（
二
十
二
） 

 



 


